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憲法共同センター「9 の日」宣伝 

個人情報保護を軽視、監視社会に道開くデジタル関連法案反対! 

軍事費よりいのち・くらし守るコロナ対策を! 

憲法共同センターは３月９日昼、新宿駅西口で「９の日」宣伝を行い 7団体 12人が参加しまし

た。デジタル庁創設による個人情報の国家管理や監視社会をすすめるデジタル関連６法案は、３月

９日の衆議院本会議での趣旨説明、12日からの内閣委員会質疑が予定され、早期成立がもくろまれ

ています。蓄積された個人情報は、労働運動や市民運動などの社会的な運動の弾圧、排除にも活用

される危険性があり、憲法 19条に定める思想信条の自由を脅かす恐れがあります。「徹底審議で廃

案」の声をあげていきましょう。 

 

３人の弁士が訴え。自由法曹団・弁

護士の大住広太(おおすみこうた)さん

は、デジタル関連法案について「デジ

タル監視法案と呼んでいる。国に自治

体、省庁、企業が持っている情報が一

括管理され、行動が監視される。監視

されているとなれば、自由な表現、運

動ができなくなるなど、憲法で保障さ

れた権利が侵害される。情報の管理が

不十分であり、フリーパスを許すこと

はできない」と批判しました。 

農民連の町田常高さんは、「コロナ禍で飲食店の米の需要が減り、価格が下落している。１俵 2000

～3000円安くなっており、農家の経営を直撃している。農水大臣が談話を発表したが、新しい政策

はなく、コロナ禍で需要が減っていることや 77万トンもある輸入米はそのままに、米の生産を 36

万トン減らせと言っている。農政として逆立ちしている。菅政権は農家に対し思いやりがない。こ

の政権を続けさせるわけにはいかない」と批判しました。 

全労連副議長の川村好伸さんは、「菅政権は、コロナ禍で医療がひっ迫していると言いながら財

政支援をしていない。飲食店に時短要請をしても補償はわずか。予算案が参議院で審議されている

が、軍事費は５兆 3000億円にのぼり７年連続で増加している。F35ステレス戦闘機でコロナはなく

ならない。立憲民主党と日本共産党が共同で予算組み替え案を提出した。いのち・くらしを守るコ

ロナ対策の強化が必要だ。憲法を守り生かす政治に転換させよう。総選挙で野党連合政権をつくろ
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う」と呼びかけました。 

●兵庫県共同センター 神戸市９区の地域活動交流会議を開催 

日本社会は“清濁二つの流れ”が対決へ 

コロナ禍による制約下でも、各地域の憲法を生かす活動が続いています。３月６日、神戸市９区

の地域活動交流会議が今年始めて開催されました。北区を除いて全区から代表が参加、菅自公政権

による“自助・共助・公助の順”でしか考えない実態とたたかう活動が全域でひろがっています。 

津川知久代表は、いま「日本社会は清濁２つの地下水脈が表面にあふれ出てきている」と述べま

した。それは「公的利益」に偽装した「私的利益」にむらがる大企業と強権政治屋の癒着事態が次々

と発生、国民的危機のコロナ対策も後手後手のまま五輪に突入もあり、さらに露骨な女性蔑視の「封

建的意識」を骨の髄まで持つネトウヨ政治家たち…、これらに対し国民的怒りがあらゆる分野で広

がっている状況を語りました。 

憲法擁護の運動については、２月 23日の憲法共同センター・オンライン全国交流集会のもよう

も含め、①明文改憲を止めるピリオド署名の引き続く取り組み、②憲法を活かすたたかいとして「憲

法前文の平和主義をかかげ」「公務員の憲法擁護義務を求め」「個人の尊厳、自由権、生存権」を具

体的に広げ、③憲法を守り活かす“力の結集”としてあらゆる共同の前進を、と提起しました。 

各区の活動のもよう 

次いで神戸市内各区からの報告では、恒例の定点宣伝活動が続けられ、この日も菅政権ピリオド

署名が須磨区 82筆、西区 65筆、また垂水区から学術会議署名の 160筆が提出されました。 

２月 28日の長田・共同アクション主催による「松元ヒロ・ソロライブ」はコロナ禍で 200人を

きちっとおさえる工夫が見事成功、はじめから終了まで笑いと感動につつまれました。こうして区

内の市民団体と野党結集で毎回成功してきた活動は次の飛躍へ協議します。同時に新婦人・生健

会・９条連絡会・革新懇などが参加する「戦争させない長田の会」恒例の共同宣伝活動を行ってい

ます。 

“オール灘区の会”と「灘区革新懇」は毎月交互に灘区全体の活動を月刊ニュースにまとめ区内

全域の様々な活動を鼓舞激励しています。諸団体が結集し青空相談会も月１～２回地域をかえつつ

実施、さらにフードバンクも準備中です。区内ターミナルは３・６・９・20・25の日と月５回、主

催団体は違っていますが、全団体と市民参加で成功させています。 

(憲法改悪ストップ兵庫県共同センター週刊ニュース NO800より) 

 

当面の行動 

３月 11日(木) 原発をなくす全国連絡会 イレブンアクション 

12時～13時 30分 新宿駅西口 

３月 12日(金) 総がかり行動 ウィメンズアクション  18時～ 有楽町・イトシア前 

３月 18日(木) 総がかり行動 街頭宣伝 18時～ 新宿駅西口 

３月 19日(金) 総がかり行動 19日行動 18時～ 国会議員会館前 


